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答　
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、
一

層
厳
し
さ
を
増
す
自
治
体
財
政
に
あ
っ

て
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
を
維
持
す
る

こ
と
は
難
し
く
な
る
と
い
う
公
共
施
設

の
更
新
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本
市

で
は
公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
策
定
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
使
用
料
の

見
直
し
も
こ
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。

意
見　
市
民
の
反
対
の
意
見
も
多
い
こ

か
し
た
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。　

答　
吾
妻
山
を
経
由
し
、
鶴
巻
温
泉
を

訪
れ
る
観
光
客
の
実
態
調
査
を
行
い
、

こ
の
区
間
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
め
ん
よ
う
の
里
北
側
斜

面
の
遊
休
農
地
を
一
部
活
用
し
、
花
の

栽
培
を
行
う
な
ど
、
栽
培
箇
所
を
拡
充

し
、
観
光
振
興
に
努
め
て
い
く
。

二
　
加
茂
川
地
区
の
周
辺
整
備
に
つ
い

て問　
都
市
計
画
道
路
・
曽
屋
名
古
木
線

の
整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

　
無
　
所
　
属
　
　
折
口
　
隆
二
郎

一
　
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担
に
つ
い

て問　
本
市
の
公
共
施
設
の
利
用
者
負
担

の
適
正
化
に
関
す
る
方
針
に
よ
り
、
公

共
施
設
の
使
用
料
を
２
・
５
倍
か
ら
３

倍
に
引
き
上
げ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

不
合
理
で
、
理
解
で
き
な
い
引
き
上
げ

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
撤
回
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
新
政
ク
ラ
ブ
　
　
　
髙
橋
　
照
雄

一
　
弘
法
山
公
園
周
辺
の
観
光
振
興
施

策
に
つ
い
て

問　
弘
法
山
公
園
は
、
本
市
が
誇
る
観

光
資
源
の
一
つ
だ
が
、
誘
客
の
た
め
の

施
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
歩
道
修
繕

や
樹
木
の
枝
打
ち
、
公
衆
ト
イ
レ
の
整

備
な
ど
景
観
に
配
慮
し
た
維
持
管
理
の

ほ
か
、
観
光
協
会
に
よ
る
ハ
イ
キ
ン
グ

ツ
ア
ー
、
観
光
宣
伝
活
動
な
ど
ソ
フ
ト

面
で
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

問　
弘
法
山
公
園
の
魅
力
を
十
分
に
生

と
か
ら
、
こ
の
方
針
は
撤
回
し
、
ま
ず

公
共
施
設
の
稼
働
率
を
上
げ
る
努
力
を

す
べ
き
で
あ
る
。

二
　
市
職
員
の
住
居
手
当
に
つ
い
て

問　
市
職
員
に
住
居
手
当
を
支
給
し
て

い
る
が
、
国
家
公
務
員
の
持
ち
家
手
当

は
既
に
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も
廃

止
に
向
け
て
早
急
に
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
貸
家
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、

民
間
企
業
、
国
や
他
の
自
治
体
と
の
均

衡
も
考
慮
し
、
今
後
も
家
賃
の
一
部
と

し
て
支
給
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
持

ち
家
の
住
居
手
当
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

市
職
員
の
給
与
が
、
こ
こ
10
年
余
り
減

額
し
続
け
て
い
る
中
、
職
員
労
働
組
合

と
の
妥
結
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
引

き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
く
。

答　
中
央
部
の
曽
屋
弘
法
地
区
は
す
で

に
整
備
済
み
だ
が
、
中
央
部
か
ら
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
入
口
ま
で
の
区
間
は
、

平
成
28
年
度
の
事
業
化
に
向
け
測
量
調

査
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
国

道
２
４
６
号
ま
で
の
区
間
は
、
交
差
点

計
画
の
協
議
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、

長
期
的
な
視
野
で
考
え
て
い
き
た
い
。

要
望　
市
民
や
観
光
客
に
憩
い
の
場
を

提
供
す
る
た
め
、
周
辺
道
路
や
都
市
公

園
、
利
便
施
設
の
整
備
な
ど
、
相
互
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

問　
①
30
年
以
内
に
震
度
６
弱
以
上
の

地
震
発
生
の
確
率
は
横
浜
市
78
％
、
本

市
の
備
え
は
、
②
川
崎
中
一
事
件
、
13

歳
の
命
を
守
れ
な
か
っ
た
の
か
、
本
市

の
対
応
は
、
③
県
内
の
危
険
ド
ラ
ッ
グ

使
用
に
よ
る
死
亡
者
14
人
、
交
通
事
故

24
件
だ
が
対
策
は
、
④
中
高
年
に
人
気

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
は
、
ど
う
か
。

答　
①
県
内
す
べ
て
の
市
町
村
と
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
二
重
、

三
重
に
対
策
を
強
化
す
る
。
②
平
成
27

年
１
月
に
登
校
で
き
て
い
な
い
児
童
・

生
徒
は
45
人
、
子
ど
も
の
安
全
を
確
認

す
る
。
③
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
危
険
性
を

青
少
年
に
周
知
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
た
。
④
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
内

へ
の
入
門
コ
ー
ス
の
整
備
、
本
格
的
コ

ー
ス
の
市
内
ゴ
ル
フ
場
の
空
き
コ
ー
ス

へ
の
整
備
打
診
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

答　
１
号
支
給
認
定
子
ど
も
の
夏
休
み

や
冬
休
み
期
間
の
有
効
活
用
や
、
代
替

職
員
の
配
置
な
ど
に
よ
り
、
研
修
機
会

の
拡
充
に
努
め
て
い
き
た
い
。

三
　
空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問　
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
空
き
家
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
市
が
仲
介
し
て
集
会
所
や
地
域

住
民
の
交
流
サ
ロ
ン
な
ど
を
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
実
態
調

査
の
分
析
お
よ
び
空
き
家
所
有
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
有
効
活
用
の
具
体
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

た
い
。

問　
女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答　
多
様
な
施
策
を
通
じ
て
女
性
が
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
え
、
継
続
し
て
就

業
で
き
る
よ
う
支
援
を
続
け
て
い
く
。

二
　
図
書
館
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

問　
貸
出
実
績
の
な
い
図
書
を
対
象
と

し
た
貸
出
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

答　
提
案
の
内
容
も
含
め
、
多
く
の
市

民
や
利
用
者
の
目
に
と
ま
る
よ
う
工
夫

を
凝
ら
し
、
図
書
館
資
料
の
利
用
促
進

に
つ
な
げ
た
い
。

え
て
い
る
。
ま
た
、
28
年
度
に
は
本
格

導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

要
望　
先
進
的
な
事
例
を
参
考
に
し
て
、

秦
野
ら
し
い
制
度
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

二
　
放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

問　
現
在
、
小
学
４
年
生
ま
で
が
対
象

だ
が
、
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
６
年
生
ま
で
が
対

象
と
さ
れ
た
。
対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い

て
、
本
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
利
用
希
望
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
待
機
児
童
を
出
さ
な
い
こ
と
を
最

優
先
に
運
営
し
て
い
る
た
め
、
27
年
度

は
現
状
の
ま
ま
と
し
た
い
。
し
か
し
、

ニ
ー
ズ
も
あ
る
た
め
、
民
間
施
設
で
の

受
け
入
れ
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
空
き
教
室
や
図
書
館
の
利
用
の

ほ
か
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し

た
児
童
ホ
ー
ム
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
民
　
政
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
選
択
す
る
未
来
に
つ
い
て

問　
一
人
当
た
り
国
の
借
金
８
１
１
万

円
、
２
０
６
０
年
に
は
９
３
９
６
万
円
。

市
の
人
口
は
ピ
ー
ク
時
か
ら
１
８
０
０

人
、
２
０
４
０
年
に
は
２
万
人
減
る
と

の
見
込
み
だ
が
、
①
市
の
総
借
金
８
２

１
億
円
、
未
収
金
43
億
円
の
健
全
化
は
、

②
秦
野
赤
十
字
病
院
の
産
婦
人
科
医
の

確
保
、
分
娩
再
開
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

答　
①
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る

財
政
へ
の
影
響
、
借
金
の
縮
減
、
未
収

金
対
策
、
公
共
施
設
再
配
置
計
画
な
ど

行
政
改
革
に
取
り
組
む
。
②
東
海
大
学

と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
市
民
が
安
心

し
て
出
産
で
き
る
場
の
確
保
、
分
娩
業

務
の
再
開
に
全
力
で
取
り
組
む
。

二
　
安
全
・
安
心
で
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
新
政
ク
ラ
ブ
　
　
　
風
間
　
正
子

一
　
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

問　
計
画
に
は
住
民
主
体
の
通
い
の
場

の
充
実
も
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
高
齢
者
が
気
軽
に
集
ま
り
、
会

話
が
で
き
る
よ
う
な
高
齢
者
サ
ロ
ン
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　
高
齢
者
が
地
域
と
の
関
わ
り
を
持

ち
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
新

た
な
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
認
知
症
予
防
策
と
し
て
、
認
知

症
カ
フ
ェ
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
ほ
し
い
。

二
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
へ

の
対
応
に
つ
い
て

問　
新
制
度
へ
の
移
行
に
当
た
り
、
す

べ
て
の
職
員
が
全
園
児
の
教
育
・
保
育

に
従
事
で
き
る
よ
う
な
技
術
や
知
識
を

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

職
員
に
時
間
的
な
余
裕
が
な
い
中
、
研

修
機
会
拡
充
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
民
　
政
　
会
　
　
　
大
野
　
祐
司

一
　
雇
用
・
労
働
政
策
に
つ
い
て

問　
将
来
に
わ
た
り
市
の
成
長
や
競
争

力
を
維
持
、
強
化
す
る
た
め
、
若
年
層

に
は
、
良
質
で
安
定
し
た
雇
用
機
会
の

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
高
年
齢
者
に
は
、

意
欲
と
能
力
が
あ
る
限
り
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
就
業
機
会
の
確

保
や
再
就
職
支
援
の
促
進
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
国
、
県
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
で
若
年
者
の
雇
用
対
策
、

高
年
齢
者
の
雇
用
確
保
お
よ
び
再
就
職

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
と
し
て

も
適
切
な
連
携
を
図
り
、
市
独
自
の
施

策
も
含
め
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問　
障
が
い
者
が
働
く
こ
と
を
通
じ
、

誇
り
を
持
っ
て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
障
が
い
者
の
雇
用
に
対
し
て

支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答　
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を
図
り

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
木
村
　
眞
澄

一
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て

問　
平
成
25
年
度
に
、
学
校
や
地
域
住

民
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育

て
る
体
制
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
導
入
を
提
案
し
た
が
、
現
在
の
取

り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
導
入
に
向
け
て
、
先
進
事
例
の
情

報
収
集
を
行
っ
て
き
た
。
27
年
度
は
研

究
実
践
校
の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
組
織
の
立
ち
上
げ
に
、
元
校
長
な

ど
の
経
験
者
が
助
言
な
ど
を
行
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
員
を
国
か

ら
派
遣
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
今
後
の
予
定
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
導
入
に
当
た
り
、
制
度
を
円
滑
に

進
め
て
い
く
た
め
、
派
遣
の
依
頼
を
考

総
力
で
秦
野
赤
十
字
病
院

産
科
（
分
娩
）
再
開
を

地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て

空
き
家
の
有
効
活
用
を
図
れ

市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

公
共
施
設
使
用
料
引
き
上
げ
は
撤
回
せ
よ

豊
か
な
自
然
を
生
か
し

潤
い
の
あ
る
観
光
振
興
を

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
に
向
け
て

本
市
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

導
入
に
向
け
た
制
度
の
確
立
を

議 会 の う ご き
○２月
	16日（月）	・代表者会議　・議員連絡会
		 ・議会活性化特別委員会
	23日（月）	・議会運営委員会
	26日（木）	・市議会第１回定例会開会【傍聴者２人】
		 ・代表者会議
○３月
	 ２日（月）	・本会議（代表質問）	【傍聴者34人】
	 ３日（火）	・本会議（代表質問）	【傍聴者19人】
		 ・議会運営委員会
	 ４日（水）	・本会議（議案審議）	【傍聴者２人】
		 ・予算特別委員会
	 ５日（木）	・本会議（一般質問）	【傍聴者41人】
	 ６日（金）	・本会議（一般質問）	【傍聴者18人】
	 ９日（月）	・総務常任委員会	 【傍聴者6人】
		 ・文教福祉常任委員会	【傍聴者11人】
	11日（水）	・予算特別委員会（総務分科会）
	12日（木）	・予算特別委員会（文教福祉分科会）【傍聴者１人】
	16日（月）	・予算特別委員会（環境産業分科会）【傍聴者２人】
	18日（水）	・予算特別委員会（都市建設分科会）【傍聴者１人】
		 ・代表者会議
	23日（月）	・議会活性化特別委員会【傍聴者１人】
	26日（木）	・議会運営委員会
		 ・予算特別委員会【傍聴者12人】
		 ・市議会第１回定例会閉会【傍聴者12人】
		 ・議会運営委員会・議会報編集委員会
	27日（金）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回定例会
○４月
	16日（木）	・代表者会議　・議員連絡会
		 ・議会活性化特別委員会
	28日（火）	・議会報編集委員会　・議会運営委員会

…本会議、常任委員会および特別委員会の会議録は、ホームページ上で閲覧できます。3月定例会の会議録は、5月下旬からご覧いただけます。会議録の閲覧


